
地域包括ケア「見える化システム」を活用した地域分析
令和４年３月 新潟県五泉市

１ 地域分析の方法について
介護保険制度は、全国一律の基準による要介護認定など市町村間の差を抑制し適正化を図

る仕組みがある一方、高齢化の状況、地理的条件、独居等の家族構成などの地域差を必然的
に生じさせる要素が含まれる。地域実情を踏まえ、保険者として目指す方向性に沿った状況
となっているか検証をするため、定期的に地域分析を実施することが必要である。
地域分析には厚生労働省が提供する「地域包括ケア見える化システム」を用いて実施した。
地域分析のためには地域間比較が必要であり、全国平均値、県平均値、地域医療構想におけ
る本市と同一の圏域に属する市町村（以後、「比較市町村」という。）との比較を行った。

２ 要介護認定率について
本市の要介護認定率は全国平均及び県平均と同水準である。

また、認定率は性別や年齢別人口構成により影響を受けるため、これらの要因による影響
を除外して比較することで、地域の特徴を分析することができる。この手法による「調整済
み認定率」についても本市は県平均と同水準であり、比較市町村の中でも中位である。

重度者（要介護３～要介護５）の認定率については県平均よりも低く、軽度者（要支援１～
要介護２）の認定率は県平均より高い水準である。
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３ 受給率について
〇在宅サービスは全国平均、県平均および比較市町村と同程度の水準である。要支援１～
要支援２の受給率は比較的低い水準であることから、介護予防・日常生活支援総合事業等
の予防給付以外のサービスを利用していると推測される。
〇居住系サービスについては特に低い水準であり、これは市内に立地する施設数が少ない
ためと考えられる。

在宅・居住系サービスの利用者割合は、要介護度が重度であるほど割合が低くなっている。
特に要介護４については比較市町村の中で最も低調である。



４－１ 第１号被保険者１人あたりの保険給付月額について
直近の３年間の給付月額はほぼ横ばいであり、顕著な増減はない。比較市町村のなかで
も中位である。

４－２ 保険料月額・必要保険料月額について
直近３年間の必要保険料は、全国平均、県平均及び比較市町村では上昇傾向であるが、
本市においてはほぼ変わらず推移しており、生じていた保険料との差額は、第8期計画に
よる保険料改定後の令和4年にはほぼ同水準となっている。

４－３ サービス別保険料月額の分布について
新潟県平均では、全国平均と比較し在宅サービスが低く、施設および居住サービスの給付
額が高くなっている。五泉市では県と同様の傾向がみられるが、県平均よりさらに施設および
居住系サービス費が高くなっている。
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分析に使用したデータ




